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研究成果の概要（和文）：本研究では、ミクロ計量経済理論に関わるいくつかの統計的手法を提案し、その漸近的性質
を調べた。特に、ノンパラメトリック法に基づいて計量経済モデルの特定化検定とモデルの特定化によらないパネルデ
ータの分析手法について調べた。また、そのようなミクロ計量モデルを用いつつ、喫煙行動、エネルギー需要、次世代
省エネルギー自動車、ミクロレベルの生産性計測といった経済学的にも政策的にも重要なトピックに関して実証分析を
行った。

研究成果の概要（英文）：We have worked on statistical analysis for microeconometric models. Our main 
concern was two fold. The first is specification test of functional form of regression or IV regression. 
The second is model-free analysis of panel data which is robust against model misspecification. We also 
conducted empirical studies of some accademically and politically important issues such as smoking 
behavior, energy demand, next generation motor cars and productivity.

研究分野： 計量経済学
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１．研究開始当初の背景 
計量経済学の目的は、経済理論と実際のデ

ータの橋渡しをする統計モデルを構築し、そ

の同定、推定、検定、モデル選択といった手

法を提供することである。このような統計モ

デルの構築にあたり、伝統的な計量経済モデ

リングでは、経済理論モデルから観測できる

変数に関する関係式を導出し、そこに「誤差

項」を付加して統計モデルとするというアプ

ローチがとられることが多かった。多くの回

帰分析、同時方程式モデル分析、質的変量分

析、時系列分析はこれにあたる。実際、デー

タそのものに観測誤差が含まれることは多

く、それをモデルに組み込んで統計モデルと

して記述するのは至極妥当なことである。し

かし、経済モデルを精査すると、「誤差項」

とされていたものについて、実際には単なる

観測誤差以上の構造が含まる場合も少なく

ない。観測できないためにモデルに組み込ま

れない変数がもたらす確率的変動が誤差項

として含まれていることもある。例えば、対

数変換されたコブ＝ダグラス生産関数の「誤

差項」は、単なるデータの観測誤差のみなら

ず、当該企業の技術ショック、当該年次の需

要ショック等の他の経済的要因がもたらす

確率的変動を含んでいる。このような状況で

は、その「誤差項」をシステム外部で発生し

た単純な誤差と捉えるのではなく、そういっ

た要素をできるだけ明示的に取り入れた形

で分析を進める方が、より良い結果を得られ

るであろう。実際、例に挙げたコブ＝ダグラ

ス生産関数の場合、企業の技術ショックが

「誤差項」に含まれている場合には通常のＯ

ＬＳ推定は不適切になってしまうことが知

られている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的の第一は、ノンパラメトリック、

セミパラメトリックな構造計量モデル

（SEM）の同定である。一つの極として SEM

を完全にノンパラメトリックに構成した場

合に、無限次元パラメータの同定の可能性を

さぐる。もちろんこれが可能な場合もありう

るが、多くの場合には不可能であると予想さ

れる。不可能な場合、モデルの構造の一部を

パラメトリックにして、セミパラメトリック

SEM の同定をめざす。このような、ノン・

セミパラメトリックな SEM の同定の問題は、

その後に続く推定、検定が可能であるかどう

かに関わる極めて本質的な問題で、非常に重

要である。第二の目的は同定された SEM の

推定である。ノンパラメトリック、セミパラ

メトリック、いずれであっても同定された場

合は推定可能性を有する。 
 
３．研究の方法 
この研究体制では、それぞれ、西山がセミパ
ラメトリック推定理論、人見がノン・セミパ
ラメトリック検定理論、永井が数理統計理論、
奥井がモーメント法に基づく計量経済理論、
依田が産業組織論に基づく実証分析の専門
家であり、申請の研究課題を遂行する上で必
要にして十分な知識と能力を有する研究者
が集まっている。この 5 名が必要に応じて共
同し、それぞれのテーマについて理論的考察
並びに実証研究を行っていく。 
 
４．研究成果 
以下の 7件にまとめられる実証、理論分析を
行った。 
(1)需要ショックと供給ショックを明示的に
考慮した生産関数の特定化に基づき、事業所
ごとのミクロデータを用いて構造計量モデ
ルを推定する手法を開発し、製造業に関して
実証分析を行った。その結果、2009 年の金融
ショック時においてＴＦＰは落ち込みが見
られたものの、実はＴＦＰを重要ショック要
因と供給ショック要因に分解したところ、生
産性（供給ショック要因）についてはそれほ
ど大きな落ち込みがなかったことが明らか
になった。 
(2) 喫煙行動と時間選好の関係に注目し、喫
煙の有無、ニコチン依存度を被説明変数とし
て、現在性バイアス、時間選好率を説明変数
として、セレクション方程式付きの順序付き
プロビットモデルで推定した。その結果、理
論的予想と整合的に、現在性バイアス、時間
選好率が、喫煙の有無、ニコチン依存度に相
関していることが明らかになった。 
(3) スマートグリッド社会の重要な構成要素
であるスマートメーター・家庭用太陽光発
電・電気自動車の普及条件を、表明選好法（コ
ンジョイント分析）を用いて、計量的に明ら
かにした。モデルにはランダムパラメータロ
ジット・モデルを用いて、スマートメータ



ー・家庭用太陽光発電・電気自動車の支払意
思額の推定と将来普及の予測も行った。 
(4) プラグインハイブリッド自動車や電気自
動車など、次世代自動車の普及要因を表明選
好（コンジョイント分析）を用いて、計量的
に明らかにした。ランダムパラメータロジッ
ト・モデルを用いて、初期費用・運転費用・
機能などの属性の推定値の平均値と標準偏
差を推定し、それらの属性値を外挿した、プ
ラグインハイブリッド自動車・電気自動車・
ガソリン自動車の支払意思額の推定と将来
普及の予測も行った。合わせて、日米の消費
者選好の比較分析も行い、政策的含意も検討
した。 
(5) 東日本大震災後の小売電気料金の高騰問
題を扱った。原子力発電が停められたままに
なっているものの、再稼働に反対する消費者
は６０％を超える。その結果、消費者は小売
料金の高騰や好ましくないが、原子力発電比
率の上昇も好ましくないというジレンマに
直面している。無理にどちらかの選択を選ぶ
と、自分が選んだ選択に対して固執するとい
う認知的不協和が発生する。このような認知
的不協和を回避する方法として、第三の今は
選択しないという選択肢を追加することに
よってこの問題を回避することによって効
用が１７％向上することが明らかにされた。 
(6) パネルデータを用いて個人間で異質な動
学構造を分析するための統計手法を提案し
た。この手法の特徴は、モデルに依存しない
ノンパラメトリックな方法である一方で、実
装が容易であることである。まず、各個人ご
とに、平均や自己共分散を計算する。そして、
多くの個人から得られた平均や自己共分散
の経験分布を検証することで、個人間で異質
な動学構造が分析できる。 
(7)既存のＩＶ回帰モデルの特定化検定は、関
数形が滑らかでない場合には適用できない。
そこで、関数の連続性のみが保証される下で
の新しい特定化検定の手法を提案し、その統
計的性質を調べた。 
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